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研究要旨 

我々はこれまでに ICT を活用した卒前卒後のシームレスな評価システム(EPOC2)の開発

を進めてきた。EPOC2 の卒後評価システムは 2020 年から運用を開始しており、利用施

設・研修医数は、800 施設、8000 名を超えており、臨床研修医の全国データが EPOC2 シス

テムに入力されている。本分担研究では、2021 年度は、EPOC2 データから得られる知見を

もとに、米国の Milestone Project、英国の UK Foundation Programme 等の知見との国際

比較を行った。その結果、EPOC2 のような全国の研修医が卒前・卒後をシームレスにつなげて

評価を記録していく national level の e-portfolio システムは日本独自の試みであるということが

わかった。 

 

 

A. 研究目的 
卒前臨床実習・卒後臨床研修をシームレス

に評価できる ICT の基盤構築を進めることが

喫緊の課題となっている。我々はこれまでに

ICT を活用した卒前卒後のシームレスな評価

システム(EPOC2)の開発を進めてきた。EPOC2

の卒後評価システムは 2020 年から運用を開

始しており、臨床研修医の全国データが

EPOC2 システムに入力されている。本研究の

目的は、EPOC2 データから得られる知見をも

とに、米国の Milestone Project、英国の UK 

Foundation Programme等の知見との国際比較

を行うことである。 

 

B. 研究方法 
次年度以降に他の分担研究の成果をうけて

海外の事例との比較検討を進めるために、

2021 年度は文献調査を行い、評価システム

やそれに伴う教育効果に関する海外の事例に

ついて調査を行った。 

 

C. 研究結果 

令和 3 年度は、評価システムやそれに伴う教

育効果に関する海外の事例について調査する

ために文献調査を行った。結果を下図に示

す。文献調査の結果、EPOC2 のような全国の

研修医が卒前・卒後をシームレスにつなげて

評価を記録していく national level の e-
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portfolio システムは日本独自の貴重な試み

であるということがわかった。 

 

D. 考察 
評価システムやそれに伴う教育効果に関する

海外の事例について調査するために文献調査

を行ったところ、EPOC2 のような全国の研修

医が卒前・卒後をシームレスにつなげて評価

を記録していく national level の e-

portfolio システムは日本独自の貴重な試み

であるということがわかった。今後、海外事

例としてフランスやドイツにおける文献調査

をさらに追加し、海外の事例との国際比較

や、それをもとに評価システムの構築やさら

なる改善方法を検討する予定である。 

 

E. 結論 
評価システムやそれに伴う教育効果に関する

海外の事例について調査を行うために文献調査

を行ったところ、EPOC2 のような全国の研修医

が卒前・卒後をシームレスにつなげて評価を記

録していく national level の e-portfolio システ

ムは日本独自の貴重な試みであるということがわ

かった。 
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図 1 海外の e-portfolio システム 
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